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業績予想の差異に関するお知らせ 

 

 平成 21 年 11 月５日に公表しました平成 22 年３月期（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）の 

業績予想と本日公表しました実績値との差異につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成 22 年３月期 通期の業績予想の修正 

（１） 通期連結業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 56,250 220 280 150 3.23

今回修正予想（Ｂ） 55,079 153 294 153 3.32

増減額（Ｂ－Ａ） △1,171 △67 14 3 ―― 

増減率（％） △2.1 △30.5 5.0 2.0 ―― 

前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 

69,298 △103 △44 △2,854 △61.37

 

（２）通期個別業績予想数値の修正（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 54,070 200 220 110 2.37

今回修正予想（Ｂ） 53,058 76 110 29 0.64

増減額（Ｂ－Ａ） △1,012 △124 △110 △81 ―― 

増減率（％） △1.9 △62.0 △50.0 △73.6 ―― 

前期実績 
（平成 21 年 3 月期） 

66,049 51 186 △4,202 △90.35

 

 

 

 



 

[差異が生じた理由] 

（個別業績予想） 

 当社では、全社をあげて徹底的な固定費削減とコストダウンを断行するなどの施策により、損益分岐点

売上高を引下げ、縮小するマーケットの中でも利益を確保できる体質の構築に努めました。その結果、収

益は着実に回復傾向となりましたが、売上高が予想を下回り、前回発表した予想の数値に達しませんでし

た。 

 

（連結業績予想） 

 当社グループ全体においても、内製化やグループ内生産体制の見直し等によって収益構造への改善を図

りました。その結果、通期連結営業利益では連結子会社の業績の回復はありましたが、個別業績をカバー

するには至らず、予想の数値を下回りました。また、関連会社が想定以上に順調な回復をみせたこともあ

り、通期連結経常利益及び当期純利益で予想の数値を若干上回る業績となりました。 

 

 

                                         以  上 


